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平成１６年度原子力関係経費の見積りについて 
（外務省） 

 
平成１５年７月２９日 

 

 

１．基本方針  

 

世界規模での原子力平和利用の促進、ＩＡＥＡ保障措置等の核不拡散

体制の強化。  

 

  

 

２．平成１６年度の主な取組及び重点化・合理化事項等  

 

（１） ＩＡＥＡ保障措置体制の強化と効率化 

（世界の核不拡散体制を支えるＩＡＥＡ保障措置の信頼度を高めるための保障措

置予算増額と更なる効率化・合理化のための保障措活動の見直し） 

（２） ＩＡＥＡ追加議定書の普遍化  
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整理番号 外務省－０１ 

 

原子力関係経費の見積もりヒアリング 施策概要 

 

１．所管省：外務省 

２．施策名： 原子力の平和利用のための国際協力の推進及び原子力安全、研究開発等

に係る国際協力の推進 

３．要求額：                            （百万円） 

 １６年度要求額 １５年度予算額 

一般会計 未定 ７，０３６ 

電源特会（立地勘定） － － 

電源特会（利用勘定） － － 

合計 未定 ７，０３６ 

 

４．長期計画との対応： 

【主たる該当分類】 ５－２（２）国際協力の推進（国際機関との協力）  

【従たる該当分類】 ２－２   核燃料サイクル事業、 

 ２－３（１）放射性廃棄物の処分に向けた取組、 

 ５－１   核不拡散の国際的課題に関する取組、 

 ５－２（１）国際協力の推進（諸外国との協力） 

 

 

５．主な施策内容 

（１） 概要（必要性・緊急性） 

国際原子力機関憲章１４条Ｄに基づく分担金の拠出等。 

（２） 期待される成果・これまでの成果 

ＩＡＥＡの二大目的である原子力平和利用の推進・強化は、我が国のエネルギ

ーの安定供給及び安全保障確保にとり不可欠。特に、ＩＡＥＡが原子力平和利

用の前提として実施する保障措置は、国際的核不拡散体制を担保する実効的措

置として国際社会の平和及び安定に大きく寄与。 

ＩＡＥＡへの分担金支払いは、原子力先進国でありＩＡＥＡ指定理事国である

我が国の責務として認識しており、かつＩＡＥＡにおける国際的地位の確保に

不可欠。 

 

６．事前評価・中間評価の有無及びその評価の内容： 

分担金の拠出は、そもそも我が国が加盟国であるが故に負担しなければならな

いもの。なお、ＩＡＥＡの通常予算（分担金により賄われている）については、

当該機関の内部・外部監査の結果、問題ないとの結論が報告されている。 
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７．平成１６年度予算要求内容： 

ＩＡＥＡ保障措置予算増額に伴う分担金の増。７月１８日のＩＡＥＡ特別理事

会で約２０百万米ドルの増額を含む２６８．５百万ドルの２００４年通常予算

案が決定されている。 

 

 

８．その他（懸案事項、他省との連携状況など）： 

（１）ＩＡＥＡの拠出金（技術協力基金、核不拡散基金、ＲＣＡ拠出金）の手当 

（平成１５年度：１，７２７，６８４千円） 

（２）ＯＥＣＤ／ＮＥＡ分担金の手当（平成１５年度：２６８，３９９千円） 

 


